
8 透析告知 を受けた患者の心理状態 と､看護師の関わ り方の調査

飯田市立病院 腎センター

【はじめに】

慢性腎不全の患者が､透析の告知を受けてから

導入するまでには､大変な精神的ス トレスがある

と推測される｡当院での昨年 1年間の導入患者は

14名であり､導入時の患者の様子は殆どの方が緊

張した表情､不安の言動を発していた｡それに対

し､少しでも緊張がほ(･れた状態で導入ができな

いかと考えた｡

西村1)は保存期にある慢性腎不全患者が透析に

対して ｢全体的にネガティブなイメージを抱いて

いた｡透析療法のイメージ形成に関わる重要な事

柄としては､透析療法の情報の伝わり方が影響し

ている串が考えられる｡この様なイメージの形成

には､情報の伝え方､得方に問題があると考えら

れる｡｣と述べている｡

現在､当院での保存期の患者に入る情報として､

外来受診時に話される内容だけであり､今後は透

析の事を知っているスタッフも､正確な情報を伝

えて行く為に､関わっていく事が必要と思われる｡

そして､腎センタ丁スタッフが何らかの形で､悼

性腎不全の患者に関わることが不安の軽減に繋が

っていくと考え､第一段階として患者の心理状態､

スタッフの意見を調査した｡

【対象及び方法】
1) 研究期間

2002年 5月 3E]～ 9月3E1

2) 研究対象

(D 市立病院内科通院中の患者で､透析告知を受

けた患者 16名

② 看護師 (病棟 19名､外来 1名､腎センター

13名)

3) 方法

(9 対象患者 16名へ事前に電話し､質問紙の協力

を頂けるか確認

佐藤 なをみ 飯田市立病院 看護部 腎センター

〒395-8502飯田市八幡町438 0265･2111255

佐藤なをみ　井原幸枝　牧野ひとみ

清水まち子　仲田美智子　木下富喜子

② ①で電話した 16名中 15名の方への質問紙調

査

③ 外来･病棟･腎センタースタッフへ質問紙調査

④ 患者質問紙 14名から回収後､記名されていた

12名に､質問紙に基づき個人々全員に聞き取

り調査

4)用語の操作上の定義

透析告知 ;慢性腎不全患者でクレアチニンが

4.0mg/dl以上になった時点で､医師が今後透析

が必要と告げること

5つのカテゴリー ;①死又は恐怖②ネガティブ

な身体像への変化③時間的束縛④食事制限のつ

らさ⑤生活の脅かし

【結果･考察】

患者への質問紙結果では､ 『自分のクレアチニ

ン数値を知っているか』の質問について､15名中

13名の方がわかっていた｡聞き取 り調査の中で､

｢血液を採ってから､診察までの時間が一番いや

な時間だ｡｣と言われる方が殆どであった｡そし

て､クレアチニンの数値に注目し､自分の 1ケ月

の生活を振り返りr導入を少しでも遅らせるには､

食事療法をしっかりやって､自分の休に無理の無

い生滴をする事だ｡｣と言われ､制限の中で生活

をしているという感じを受ける人もいた｡なんと

かして､導入を遅らせたいと思っている方は聞き

取 り調査を行った 12名全員であった｡これは､

透析を始めたら一生続けなくてはならないという

現実と､辛い生活が始まるというネガティブな思

いから来ていると思われる｡

『透析に対するイメージ』の質問紙結果では､

苦しい思いをするのではないか ･仕事ができなく

なる ･怖い ･暗い ･長く生きられない､などが多

く書かれていた｡聞き取 り調査では､ ｢透析が始

まれば人生終わりだ｡｣｢死んだほうがいい｣｢外

見が変わっていく悲しさ｣｢水分､食事管理の大

変さ｣-｢透析中心の生活になってしまう｣など､
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具休的な思いが沢山出てきた｡西村が述べていた

透析のイメージと同じで､5つのカテゴリーに当

てはまった｡全般に透析のイメージを悪く思って

いる方が殆どの中 ｢透析をする事で命をもらえる

のだからがんばれる｣と話され､生きる目的がは

っきりしていた方が 1名いた｡大野2)は ｢生きが

いは患者の生を支えるものであり､周囲の人との

接触が生きがいを見出すうえで助けになってい

る｡｣と述べており､生きがいを見つける事は透

析を行っていくうえで重要な事といえる｡しかし

一般的には､透析を受け入れポジティブな考え方

を持ち導入できると言う事は難しいと考える｡

『透析の知識を深める為に､何をして欲しいで

すか』の質問紙結果では下記の様であった(図 1)

透析NSから一言を聞きたい

透析の′{ンフレットが欲しい

㌔:::く卦
透析患者からほを兄きたLi

透析圭を見学したい

･その他

図 1

透析看護師から話が聞きたいが10名､透析のパン

フレットが欲しいが 8名であり透析に対する情報

を必要としていると思われる｡聞き取 り調査では

｢思っていた事と違っていた｣｢一人で悪く考え

込んでしまい､どうしていいかわからなかった｡

話を聞いて安心した｣｢自分の思いを聞いてもら

って楽になった｣などの言葉も聞かれた｡話しを

される中で､今までの辛い思い､溜まっていたも

のがこみ上げて来るのか､涙(･まれたり泣かれる

方が8名いた｡聞き取り調査で話された透析の知

識は､必ずしも正しいものばかりではなかった｡

(表1)
表 1 聞き取り調査の中で語られた透析のイメージ

･寿命は5年位だと思っていた

･透析を始めると皮膚の色が克くなる

･だんだん回数が増えて毎日になる

･水は殆ど飲めなくなる

･仕事を辞めなければならない

石崎3)は ｢透析療法に関する知識が不確かで不足

している部分を空想によって膨らませていき､そ

の結果､この空想的脅威によって不安が促進され

たり､透析に対する偏見につながっていくと考え

られる｡｣と述べている｡当院の保存期の患者も

同じで､それぞれが抱えている不安は大きく､そ

れを軽減する手立てもなかなか見つからず､一人

で悩んでしまっている｡そして透析告知を受けた

患者の殆どの方がもっと詳しい情報を望んでおり､

相談相手を必要としている事がわかる｡

病棟では過去 1年間でシャント作成時に関わっ

た事がある看護師は 15名であった｡患者からの質

問内容も様々であり､透析についての具体的な質

問が多く､即答ができず医師､看護師に聞いて対

応をしているが､患者の不安は強いとの事であっ

た｡腎センターの看護師へは 『導入時前訪問に行

ったとき､患者が導入に関して不安の言動を聞い

た事があるか』の質問紙結果では､前訪問に行っ

た看護師全員が ｢患者は､不安があると感じた｣

と回答している｡これは､保存期の患者への関わ

り方や､情報提供が少なかった為の不安と考えら

れる｡

『透析に対して不安を軽減する為には､誰が関

わる事が良いか』の質問紙結果では､病棟看講師

の回答は､透析 10名 ･病棟 9名 ･外来 4名であっ

た｡同じ質問を透析看護師にも行った結果は､透

析 11名 ･病棟 7名 ･外来 5名という回答であり､

透析看護師が中心に関わりたいという結果になっ

た｡(図2)図2

外来看護師からは ｢未経験の治療に対する恐怖 ･

不安の声が多く､関わりとしては､医師が説明し

ている時になるべく介助に付くようにしているが､

その他に時間をとることはできない｣との事であ

った｡透析看護師は､導入時の患者の不安を直接

感じながらも､導入前には関わる方法がないまま､

導入後の指導となっていることに対して､何とか

したいという結果と考えられる｡

そこで改めて透析看護師へ 『今後の方向性につ

いて』質問紙調査を行ったところ､積極的な意見

が多く､導入患者を受け入れることに､それぞれ

が同じ思いでいた事がわかる｡(表2)そして､今回

の調査で透析看護師の思いを確認できたことは､

今後に繋げる為の手がかりとなったと言える｡

- 24-



表2 今後の方向性についてスタッフからの意見

･ 医師の説明では時間に限りがあり､正確な情報が

不足しているのでははないか

･ 外来ではスタッフが関われないのではないか

･ 患者の不安がつのるのではないか

⇒透析看珪肺が関わる事で､患者の不安.恐怖心が

長尾4)は ｢できる限りスムーズな透析導入を迎え

るためには､初期の段階から治療の継続 と､疾病

についての正 しい知識を持てるよう働きかけるこ

とが､医療チーム全体としての課題であろう｡｣

と述べている｡保存期の患者は透析とい う未知の

世界に近づいてい く事で不安は増大 し､それぞれ

の場所や医療者側 と接 した時に､不安な思いを表

出していると思われる｡保存期の患者が何を望ん

でいるのか､私達看護師は何をしたいのか目的を

はっきりした上で､透析の事を知っているスタッ

フが､正確な情報を伝え､関わっていく事が保存

期の患者には必要 と考える｡

【結語】

① 保存期の患者の医療者側から入る情報は､主

に外来受診時に話される情報のみで､正確な

透析知識が不足している為､不安 ･精神的ス

トレスが大きい｡

② 保存期の患者が透析に対する知識を深める為

には､腎センタースタッフの関わりが必要で

ある｡

【今後の課題】

① 透析告知を受けた患者が導入するまでの経路

を確立する｡

② 外来患者を中心に､学習会を開催する｡
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